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自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日

損 失 利 益

科 目 金 額 科 目 金 額

円 円
経 常 費 用 25¶808¶517¶870 経 常 収 益 26¶263¶458¶745

補 償 費 19¶338¶150¶983 負 担 金 24¶656¶604¶244

療 養 補 償 費 6¶576¶220¶058 負 担 金 24¶656¶604¶244

休 業 補 償 費 81¶571¶267 一 部 負 担 金 28¶200

傷 病 補 償 年 金 費 154¶580¶046 一 部 負 担 金 28¶200

障 害 補 償 費 4¶055¶837¶015 利 息 及 び 配 当 金 996¶930¶777

介 護 補 償 費 95¶101¶924 預 貯 金 利 息 4¶951¶288

遺 族 補 償 費 8¶330¶226¶813 有 価 証 券 利 息 964¶112¶570

葬 祭 補 償 費 44¶613¶860 信 託 収 益 27¶866¶919

福 祉 事 業 費 4¶891¶898¶283 賠 償 金 478¶096¶160

福 祉 事 業 給 付 費 4¶737¶014¶067 賠 償 金 478¶096¶160

休 業 援 護 金 27¶532¶305 有 価 証 券 益 4¶900¶000

傷 病 関 係 給 付 費 31¶206¶975 有 価 証 券 益 4¶900¶000

障 害 関 係 給 付 費 1¶589¶299¶044 雑 収 入 126¶899¶364

遺 族 関 係 給 付 費 2¶869¶499¶163 管 理 費 分 担 金 117¶318¶593

そ の 他 219¶476¶580 雑 入 9¶580¶771

公務災害防止事業費 154¶884¶216

役 員 給 与 49¶753¶854

報 酬 29¶180¶100

諸 手 当 20¶573¶754

委 員 給 与 等 25¶102¶592

報 酬 10¶120¶000

諸 手 当 6¶509¶492

委 員 手 当 8¶473¶100

職 員 給 与 356¶423¶846

基 本 給 178¶576¶720

諸 手 当 177¶847¶126

事 業 運 営 費 1¶086¶268¶891

旅 費 10¶185¶801

需 用 費 415¶633¶539

交 際 費 77¶250

支 部 経 費 660¶372¶301

減 価 償 却 費 4¶834¶214

減 価 償 却 費 4¶834¶214

特別補償経理
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貸 借 対 照 表
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平成23年３月31日現在

資 産 負 債 及 び 資 本

科 目 金 額 科 目 金 額

円 円
流 動 資 産 11¶268¶440¶393 固 定 負 債 9¶854¶225¶822

銀 行 預 金 136¶803¶103 災 害 等 補 償 準 備 金 9¶854¶225¶822

普 通 預 金 136¶803¶103 資 本 1¶414¶214¶571

証 券 投 資 信 託 153¶921¶290 剰 余 金 1¶414¶214¶571

有 価 証 券 10¶977¶716¶000 不足金補てん積立金 1¶414¶214¶571

地 方 債 9¶983¶639¶000

そ の 他 の 有 価 証 券 994¶077¶000

合 計 11¶268¶440¶393 合 計 11¶268¶440¶393

開 発 費 償 却 56¶085¶207

開 発 費 償 却 56¶085¶207

特 別 損 失 1¶709¶878

固 定 資 産 除 却 損 1¶709¶878

固 定 資 産 除 却 損 1¶709¶878

剰 余 金 453¶230¶997

剰 余 金 453¶230¶997

剰 余 金 453¶230¶997

合 計 26¶263¶458¶745 合 計 26¶263¶458¶745
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注記
１ 有価証券の評価基準及び評価方法
資産の価額は、取得価額による。

２ 固定資産の減価償却方法
借入不動産附帯施設の減価償却は、定額法により償却を行い、直接法により記帳している。
一括償却資産の減価償却は、３年間の均等償却とし直接法により行っている。
一括償却資産以外の有形固定資産の減価償却は、平成19年３月31日以前に取得したものにあって
は旧定額法により、平成19年４月１日以降に取得したものにあっては定額法により行っている。
なお、減価償却累計額は次のとおりである。
固定資産 42¶400¶277円

３ 開発費の償却方法
開発費の償却は、５年間の均等償却とし直接法により行っている。

４ 引当金の計上基準
退職給与引当金
役職員の退職手当の支払いに充てるため、役職員等が自己都合で退職した場合の期末要支給額を
計上している。

 
�


		2011-07-07T14:49:49+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




